
様式第７号（指針第10(1)関係） （花みずき）

番号 できている 要改善

8月 25日 から 18年 12月 7日 1 ○
18 年 11月 6日 2 ○

3 ○

平成 13 年 11 月 1 日

番号 できている 要改善

4 ○
5 ○
6 ○
7 ○
8 ○
9 ○

１．認知症高齢者グループホーム　第三者評価報告概要表（WAM NET掲載用）
◇分野・領域別

生活空間としての環境の配慮

権利・義務の明示

　特記事項
運営理念等の啓発

○「その人らしく生きる」ことを理念として管理者、職員が話し合い具体的な
支援を共有化している。エントランスホールに理念を掲示している。
○地域に理解と協力が得られるよう地道な努力が実を結びつつある。職員
の挨拶から始まりパンフレットの配布、交流会等今後も続けることが期待さ
れる。

　Ⅰ　運営理念
項　　　　　目

理念の具体化と共有

項　　　　　目

　特記事項

馴染みのある共用空間づくり
共用空間における居場所の確保
入居者一人ひとりにあわせた居室の環境づくり
身体機能の低下を補う配慮
場所間違い等の防止策

グループホーム 花みずき

○評価実施期間

○評価機関名

○評価調査者

社会福祉法人　兵庫県社会福祉協議会

０８８２：介護福祉士、介護支援専門員、ホームヘルパー

平成18年

０６２１：介護相談員、福祉住環境コーディネーター２級

○訪問調査日

○グループホーム所在地 姫路市豊富町豊富９１５―２

○開設年月日

○定員 （　３　）ユニット　　（　２７　）名

　◇全体を通して

○田園の静けさ、四季折々変化が感じられる環境に恵まれた所にあるグ
ループホームで、デイサービス、居宅介護支援が併設されている。道路より
入る通路は整備され段差も無く、花、植木が手入れされている。駐車場も兼
ねているがゆったりとして散歩もできる。門扉は開けたままで出入りが自由
である。玄関も段差がなく花のプランターや植木鉢があり、ゆったりとして明
るい雰囲気である。
○ホームは、３ユニットあり入居者の生活が漂う工夫が見られ、ユニット毎に
それぞれの雰囲気がある。「その人らしく生きる」を理念に一人一人の生活
の場をつくり、穏やかに暮らせるように支援している。
○地域との交流の場を作り、認知症への理解、協力も得られるように取り組
み、また、積極的にボランティアの受け入れもしている。近隣の小、中学校と
の交流もあり、行事にも参加している。
○入居者が高齢になって重度化しつつある現在、ターミナルケアの色々な
問題に取り組んでいる。前向きに管理者、職員、家族、医師との連携のもと
支援を行なっている。

　Ⅱ　生活空間づくり

○第三者評価結果

○廊下の和紙の色紙、入居者の習字作品が、配置を工夫して展示されてい
る。趣味の小物がさりげなく近くにある。
○居室は入居者の持ってきた品物があり、それぞれ個人の個性が表れてい
る。
○共用空間のなかに一人になれる場所もあり、入居者の重要な生活の場と
なっている。

兵庫県認知症高齢者グループホーム第三者評価報告概要表（WAM NET掲載用）

(兵庫県社会福祉協議会　兵庫県福祉サービス第三者評価委員会)



様式第７号（指針第10(1)関係） （花みずき）

番号 できている 要改善 番号 できている 要改善

○

41

10
11

項　　　　　目

40 法人代表者、管理者、職員の協働入居者主体の個別具体的な介護計画
介護計画の見直し

入居者の状態に応じた職員の確保12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

39

32
33
34
35

26
27

36
37
38

28
29
30
31

個別の記録
職員間での確実な情報共有

身体拘束（行動制限）をしないケアの工夫
食事作りへの入居者の参画と一人ひとりにあわせた課題

チームケアのための会議
入居者一人ひとりの尊重
入居者一人ひとりの過去の経験を活かしたケア
入居者の自己決定や希望の表出への支援
一人でできることへの配慮

個別の栄養摂取状況の把握
食事を落ち着いて楽しむことのできる支援
個別の排泄支援と羞恥心への配慮
個別の入浴支援と羞恥心への配慮
理美容院の利用支援
プライドを大切にした整容の支援
安眠の支援
金銭管理の支援

服薬の支援
緊急時の手当

ホーム内の役割・楽しみごとの支援
医療関係者への相談
定期健康診断の支援
心身機能の維持

家族の訪問支援

○
○
○
○
○
○
○

トラブルへの対応
口腔内の清潔保持

○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

　特記事項

○
○
○

感染症対策
ホーム内に閉じこもらない生活の支援

項　　　　　目

42

43

44

45

家族とのコミュニケーション

46

47

○48

○

○

ホーム内の衛生管理

事故の報告書と活用

苦情への的確で迅速な対応

継続的な研修の受講

ストレスの解消策の実施

退居の支援

○

○

○

○

○

○

○

○

50

49

○介護計画を入居者一人ひとりに具体的に作成し、見直しも定期的に行っ
ている。現在センター方式を取り入れて、さらに入居者の思いを具体的に計
画に反映できるよう徐々に切り換えている。
○日中は玄関、ユニットのドアの鍵も掛けておらず、自由に出入りができる。
夜は玄関の鍵が掛かる。暖かい日は庭の散策が短時間でもでき、他のユ
ニットへも遊びに行くことができる。
○入居者の心身機能の維持に向けて、できることをして頂くように工夫をし
ている。声の掛け方にも入居者により配慮し、その雰囲気作りをさりげなく
行っている。

○法人代表の積極的な訪問や、職員との関わりを持つことにより質の向上
に関して職員の意見も反映し、共に運営に取り組んでいる。
○医療法人グループの協力体制があり、体調の変化にすぐ対応でき、医療
面の研修も併設の事業所と共に行い対応ができる体制をつくっている。
○職員の役割等に応じた体系的な研修受講や資格取得は、介護力の格差
をなくし、サービス全体の質の向上につながるので、全員が積極的に研修
受講や資格取得のできる体制整備が期待される。
○地域との交流、周辺施設等の理解、協力は地道な活動の成果と表れと考
えられる。今後も継続した、ホームとしての機能還元が期待される。

　特記事項

地域の人達との交流の促進

周辺施設等の理解・協力への働きかけ

ホーム機能の地域への還元51

　Ⅳ　運営体制　Ⅲ　ケアサービス

兵庫県認知症高齢者グループホーム第三者評価報告概要表（WAM NET掲載用）

(兵庫県社会福祉協議会　兵庫県福祉サービス第三者評価委員会)



様式第７号（指針第10(1)関係） （花みずき）
評価確定日（平成18年12月7日）

第三者 自己

1 1  ○理念の具体化と共有
管理者は、認知症高齢者グループホーム（以下「グループ
ホーム」という。）に関わる法令の意義を理解しており、こ
れを自らが所属するグループホーム（以下「ホーム」とい
う。）の運営上の理念・方針や目標等に具体化し、介護従業
者や利用者及びその家族等に伝わるように明示し、かつ、説
明している。

2 3  ○権利・義務の明示
利用者の権利・義務を利用案内時の説明文書及び契約書に分
かりやすく示し、かつ、入居者及びその家族等に説明し同意
を得ている。

3 4  ○運営理念等の啓発
ホームの運営理念や役割が地域に理解されるよう、ホームの
考え方を伝える機会づくりや広報に取り組んでいる。（ホー
ムの説明会、ホーム便り等）

Ⅰ　運営理念　３項目中　　計 3 0 0

4 5  ○馴染みのある共用空間づくり
共用の生活空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、ト
イレ等）が、いずれも違和感や威圧感を感じさせず、馴染み
の安心できる雰囲気を有しており、調度や設備、物品や装飾
もそのための工夫がされている。特に玄関周りは家族や近隣
住民も入りやすいよう草花を植える、親しみやすい表札をか
ける等の配慮をしている。

２．　認知症高齢者グループホーム　第三者評価報告書（WAM NET掲載用） 

項目番号
項　　　　目

できて
いる

要改善
評価
困難 判断した根拠や理由 特記事項（良い点、改善点）

Ⅰ　運営理念  １．運営理念の明確化

○

管理者は毎日のミーティングの時に３ユニットの
職員に、ケアについて具体的に話し合い、統一
した理念の理解に努めている。また月１回の会
議も話し合い、ホーム共有のスペースや入り口
に理念、運営方針を明示している。

月１回「お便り」、３カ月毎に「花だより」
を発行しているので、これらに理念を掲
載してはどうか。

Ⅱ　生活空間づくり  １．家庭的な生活空間づくり

契約書に利用者の権利、義務が具体的に書か
れている。入居時には詳しく説明をし、ご家族の
同意を得ている。

２．運営理念の啓発

○

３カ月に１度「花だより」を発行し、家族、地域の
施設、民生委員等に届けられている。また、自治
会に加入して行事に参加し、ホームの理念や役
割が理解されるよう取り組んでいる。

○

○

門の回り、玄関周りに花、植木があり明るく落ち着い
た入り口である。３ユニットそれぞれ特徴があり、入居
者が生活する場として工夫がある。ティッシュの箱、
本、手芸や小物が取りやすい場所に置かれている。

兵庫県認知症高齢者グループホーム第三者評価報告書　報告表（WAM NET掲載用） （兵庫県社会福祉協議会　兵庫県福祉サービス第三者評価委員会）



様式第７号（指針第10(1)関係） （花みずき）
評価確定日（平成18年12月7日）

第三者 自己

項目番号
項　　　　目

できて
いる

要改善
評価
困難 判断した根拠や理由 特記事項（良い点、改善点）

5 6  ○共用空間における居場所の確保
共用空間の中に、入居者が一人になったり気のあった入居者
同士で自由に過ごせるような居場所を確保している。

6 7  ○入居者一人ひとりにあわせた居室の環境づくり
居室には、使い慣れた家具や生活用品、装飾品等が持ち込ま
れ、安心して過ごせる場所となっている。

7 9  ○身体機能の低下を補う配慮
入居者の身体機能の低下にあわせて、安全かつできるだけ自
立した生活を送れるようにするための設備や工夫がある。
（すべり止めや要所への手すり等の設置、浴槽・便座・流し
台等の使い勝手の工夫、物干し等の高さの調節等）

8 11  ○場所間違い等の防止策
職員は、入居者一人ひとりがホーム内の場所が分かるかを把
握しており、家庭的な雰囲気をこわさずに、場所の間違いや
分からないことでの混乱を防ぐための工夫をこらしている。
（トイレや部屋の目印等）

9 12  ○生活空間としての環境の配慮
入居者が落ち着いて暮らせるように、音の大きさや光の強さ
に配慮し、換気、温度調節を適切に行っている。（テレビ、
職員の会話のトーン、照明の強度、まぶしさ、日射し、冷暖
房の調節等）

Ⅱ　生活空間づくり　６項目中　　計 6 0 0

○

○

○

ユニット内の廊下の所々にベンチがあり、また、
エントランスホールにはソファーやイスが置か
れ、適度な空間が有り落着く場所である。一人で
も、気のあった人とも、ゆっくりでき、窓からの眺
めもよい。

部屋の表札は目の高さに取り付て、読みやすく
大きな文字の方もある。トイレも女性は赤で書
き、花が手洗いに置かれていた。男性は黒で大
きく書かれていた。

入居者の大切なものを居室に飾り、心が安らぐ
ように配慮している。写真、手紙、使っていた椅
子、宗教用の物品、小物入れ、手芸品等が持ち
込まれている。

２．心身の状態にあわせた生活空間づくり

○

浴室も手すり、マット、シャワー椅子等の工夫が
あり、ほぼ全員が使える。台所の流し台が１ヵ所
低く、背の低い方も使える。また物干し台は１台
低く、手を少し上げると入居者が自分で干したり
取り入れもできるように工夫が見られた。

冬場の乾燥対策として、加湿器を使っ
ているが、さらに夜には各居室の洗面
所に水を張っている。

○

居室、居間等は床暖房が寒い時期は入り、夏は
冷房が入るが、換気は職員が入居者に聞きなが
ら調整している。特に冬場は空気の乾燥に注意
している。職員と入居者の会話は穏やかであ
る。

兵庫県認知症高齢者グループホーム第三者評価報告書　報告表（WAM NET掲載用） （兵庫県社会福祉協議会　兵庫県福祉サービス第三者評価委員会）



様式第７号（指針第10(1)関係） （花みずき）
評価確定日（平成18年12月7日）

第三者 自己

項目番号
項　　　　目

できて
いる

要改善
評価
困難 判断した根拠や理由 特記事項（良い点、改善点）

10 15  ○入居者主体の個別具体的な介護計画
アセスメントに基づいて、入居者や家族とも相談しながら入
居者主体の目標を立て、入居者一人ひとりの特徴を踏まえた
具体的な介護計画を作成している。

11 16  ○介護計画の見直し
介護計画に実施期間を明示して、その期間が終了する際に見
直しを行うことはもとより、状態変化に応じた随時の見直し
を行っている。

12 17  ○個別の記録
日々の介護や介護計画に反映させるため、入居者一人ひとり
の特徴や変化を具体的に記録している。

13 18  ○職員間での確実な情報共有
介護計画の作成、重要事項の伝達などにすべての職員が関わ
り、共有ができる仕組みを作っている。

14 19  ○チームケアのための会議
チームとしてケアを行う上での課題を解決するため、すべて
の職員で、定期的に（緊急案件がある場合にはその都度）会
議を開催し、活発に意見交換を行って合意を図っている。

  Ⅲ　ケアサービス１．ケアマネジメント

○

○

○

毎日ミーティングを行い、入居者の変化を把握し
具体的な計画を作成している。本人の思い、体
調、状況を家族に伝えている。その時の入居者
の状態に合った計画を立てている。

○
入居者一人一人の記録を取り、介護計画に活か
せるようにしている。

カンファレンスノートと連絡ノートに同じ
ことが書いてあり、それぞれのノートの
役割や記載する内容等を再度職員間
で確認し、統一するようにしてはどう
か。

○

３カ月に１度と、体調に変化があったときは随
時、計画の見直しがあり、評価も書き込まれてい
る。毎日の生活のなかで、「ケアの方向やあり方
がこれで良いのか」と考えながら、計画に付け加
えたりしている。

介護計画に関して気づいたこと等は話し合い、
また申し送りを行なうとともに、全ての職員が仕
事に入る前に、連絡帳や日誌を見るようにして
いる。

サインや確認印等がないところがある
ので、確実に見たことを確認する方策
の実施や、特に重要な連絡、情報は
マーカーを引く等して一目見てわかるよ
うな方法を導入してはどうか。

月一回管理者、職員と共に会議を開き入居者の
支援のありかた、研修の報告などをしている。出
席できない職員は後日確認をしている。連絡
ノートに会議の記録をコピーして張り付けてい
る。会議録の原本は事務所に管理されている。

兵庫県認知症高齢者グループホーム第三者評価報告書　報告表（WAM NET掲載用） （兵庫県社会福祉協議会　兵庫県福祉サービス第三者評価委員会）



様式第７号（指針第10(1)関係） （花みずき）
評価確定日（平成18年12月7日）

第三者 自己

項目番号
項　　　　目

できて
いる

要改善
評価
困難 判断した根拠や理由 特記事項（良い点、改善点）

15 20  ○入居者一人ひとりの尊重
職員は、常に入居者一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ
イバシーを損ねるような言葉かけや対応を行っていない。
（入居者一人ひとりの違いの尊重、さりげない介助、プライ
ベートな場所での礼儀、本人の返答能力に応じた質問方法、
本人が思っている「現実」を否定しない等）

16 23  ○入居者一人ひとりの過去の経験を活かしたケア
入居者一人ひとりの生まれてからこれまでの生活歴、本人に
とって大切な経験や出来事を知り、その人らしい暮らしや尊
厳を支えるためにそれを活かしている。

17 25  ○入居者の自己決定や希望の表出への支援
職員は、入居者一人ひとりの伝えたいことをしっかり受け止
め、入居者が自分で決めたり希望を表したりすることを大切
にし、それらを促す取組を日常的に行っている。（十分に話
を聞く、顔を見ての対話、短く分かりやすい言葉、選んでも
らう場面を作る、選ぶのを待つ等）

18 27  ○一人でできることへの配慮
入居者のペースを尊重した上で、自立支援を図るために、入
居者の「できること、できそうなこと」については、手や口
を極力出さずに見守ったり一緒に行うようにしている。（場
面づくり、環境づくり等）

19 29  ○身体拘束（行動制限）をしないケアの工夫
身体拘束に関する知識をすべての職員が正しく理解してお
り、やむを得ず行う場合は、その根拠が明白で、その理由を
家族に説明している。玄関の施錠もしない工夫をするなど入
居者に閉塞感を与えないよう配慮している。（行動の傾向の
把握、近所の理解・協力の促進等）

○

○

２．ホーム内でのくらしの支援（１）介護の基本の実行

居室に入るときは必ず声を掛けて許可
を貰い、本人と一緒に入ることを基本と
している。

○

生活暦の記録（バックグランドシート）やくらしか
たシート、生活ノート、基本情報を基にその人ら
しい暮らし方を活かしたケアをしている。調理の
得意な方、お話の得意な方にお手伝いをお願い
している。

介護計画にセンター方式を使い、入居
者の思いを具体的にプランに入れる取
り込みを始めている。

○

ミーティングで入居者への関わり方を話しあって
いる。どの職員も同じように対応し、混乱しない
ようにしている。トイレに一人で行きたい方には
少し間を取ってから確認に行くなど、プライドを
守って支援している。

入居者一人ひとりの能力を、アセスメント表にし
て職員が把握している。その時その場でその人
のできることを、その人のペースで促している。
調理、テーブルを拭く、選択を干す、取り入れ
る、たたむ等生活のなかの一部分を入居者と共
に行っている。

職員は身体拘束の弊害について良く理解してい
る。ユニットのドアも鍵を掛けないで鈴の音で人
の出入りを確認している。

車椅子の入居者の対応について家族
との話し合いを重ねたうえ、どうしても
必要なときにのみベルトを使用してい
る。

○

日常の会話は同じ目線でゆっくりと、はっきりと
判りやすい言葉で職員は支援している。買い
物、散歩、行事の参加等も入居者の希望を聞い
て行っている。
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20 31  ○食事作りへの入居者の参画と一人ひとりにあわせた調理
献立づくりや食材選びを、入居者と共に行っており、可能な
限り買い物や調理も一緒に行っている。意思の確認が困難な
場合には、好みを把握して献立や調理に活かし、身体機能や
健康状態にあわせた調理方法を行っている。

21 34  ○個別の栄養摂取状況の把握
入居者一人ひとりの摂取カロリーや水分摂取量、栄養バラン
スを、一日全体を通じておおよそ把握している。

22 36  ○食事を落ち着いて楽しむことのできる支援
入居者は茶碗や湯呑み、箸など、馴染みの、または家庭的な
食器を使っており、職員も入居者と同じ食事を一緒に楽しん
で食べながら、食べ方の混乱や食べこぼし等に対するサポー
トをさりげなく行っている。

23 37  ○個別の排泄支援と羞恥心への配慮
おむつをできる限り使用しないで済むように、入居者一人ひ
とりの排泄パターンを把握し、トイレでの排泄や排泄の自立
に向けた支援を行っており、同時に排泄の誘導や介助、失禁
への対応は不安や羞恥心、プライバシーに配慮している。

24 41  ○個別の入浴支援と羞恥心への配慮
入居者一人ひとりの希望にあわせ、くつろいだ入浴ができる
ように支援しており（時間帯、長さ、回数等）、同時に誘
導、着脱衣、洗身、洗髪、浴槽への出入り等は不安や羞恥
心、プライバシーに配慮している。

  3)　入浴

入居者個人の箸、湯呑み、茶碗を使い、職員も
一緒に話をしながら落ち着いて食事をしている。
食べこぼしのさり気ない支援や、全量摂取が出
来るよう、ゆっくりと時間を取り声かけをしながら
支援している。

 （２）日常生活行為の支援　1)　食事

入居者と献立を考えるとき、同じ献立にならない
ように、昼に食べた献立を壁に張り、季節のもの
や、食べたいものを話しあいながら夕食と翌日
の昼食の献立を決めている。入居者が食べやす
いように刻んで出す時も、直前に刻み、見た目
にも配慮している。

入居者の体調や好みで、パン、ご飯、
粥にかえることができる。食品も品数を
多くして、色々なものを摂取する工夫を
している。

○

主食、副食、水分の補給も記録に取り、月１回の
体重の管理を行い、入居者の体調を職員は把
握し、水分の摂取が少ない方にはさり気なく声を
かけ、お茶をすすめている。食事も全部食べら
れるように支援している。

定期的に確定はしていないが、栄養士
にチェックを依頼している。

○

○

入浴に気の進まない方には足浴を薦め、気持ち
良さを感じていただき、入浴ができるようになっ
たこともある。入浴の好きな方は毎日入ってい
る。見守りをしながらできないところを介助してい
る。

○

  2)　排泄

○

排泄誘導にも個別の方法で支援し、その方の判
る声で、静かにうながす場合や、黙って見守り必
要な時にプライドをきずつけないように言葉かけ
や対応をしている。排尿、排便のチェック表を作
り日中は排泄の自立に向け支援をしている。
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25 43  ○理美容院の利用支援
入居者一人ひとりの希望にあわせて、理美容院の利用を支援
している。（カット、パーマ、染め、セット等）

26 44  ○プライドを大切にした整容の支援
整容の乱れ、汚れ等に対し、プライドを大切にしてさりげな
くカバーしている。（髭、着衣、履き物、食べこぼし、口の
周囲等）

27 47  ○安眠の支援
入居者一人ひとりの睡眠のパターンを把握し、夜眠れない入
居者には、１日の生活リズムづくりを通した安眠策を取って
いる。

28 51  ○金銭管理の支援
入居者が自分でお金を持つことの大切さを職員が分かってお
り、家族等とも相談して可能な限り日常の金銭管理を本人が
行えるよう、入居者一人ひとりの希望や力量に応じて支援し
ている。ホームが代行管理している場合は定期的に家族に出
納状況を報告している。

29 53  ○ホーム内の役割・楽しみごとの支援
ホーム内で入居者一人ひとりが楽しみごとや出番を見い出せ
るよう、場面づくり等の支援を行っている。（テレビ番組、
週刊誌、園芸、食器洗い、掃除、洗濯物たたみ、小動物の世
話、新聞取り等）

○

 （４）ホーム内生活拡充支援

入居者の有する力をふまえて、水やり、ゴミだ
し、食器洗い、食器を拭く、掃除、新聞取り等を
自分の役割として、積極的に行なえるよう出番を
作っている。

共用の居間にさりげなくカルタが出して
あり、得意な方を中心に楽しめるよう配
慮している。

  4)　整容

○

理容師が月１回来て、散髪、カット、毛染めもで
きるので、入居者の意向にそった髪型にされて
いる。家族の方が馴染みの美容院へ連れてい
かれる方もある。

散歩、買い物に出かけたり、入浴をすすめ話し
相手をするなど、入居者の生活にリズムをつけ
て安眠できるように工夫している。寝られない方
には、温かいお茶をすすめゆっくりと話し相手に
なっている。

入居者の選んだ服を着て、髪の乱れもなく綺麗
にしておられる。長い髪の方は職員が手伝い結
ばれている。服を汚してもさり気なく拭き、他の
人の見えないところで着替えを支援している。

  5)　睡眠・休息

○

○

 （３）生活支援

○

自分で管理できる方は自分でお金を持ってい
る。できない方は家族より小額を預かり、買い物
に行くとき本人が持ち支払いをするよう支援して
いる。家族の訪問時には購入したものの話をし
たり、領収書を保管して家族に報告している。

領収証による報告が数ヶ月分滞ってい
る方もある。金銭については、言い出し
にくい場合もあるため、家族への報告
は定期的・確実に行うことが期待され
る。月に１回の「便り」と一緒に送付して
はどうか。
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30 55  ○医療関係者への相談
心身の変化や異常発生時に、気軽に相談できる医療関係者を
確保している。（医師、歯科医師、保健師、看護師等）

31 61  ○定期健康診断の支援
年に最低１回は、健康診断や医師の指導を受けられるように
支援している。開設間もないホームは、健康診断を受けられ
る準備や体制を整えている。

32 63  ○心身機能の維持
認知症の人の心理状態の特徴や身体面の機能低下の特徴を理
解し、五感への働きかけ、見当識維持の工夫、買い物や散
歩、調理、楽しみごと等の日常生活の中で自然に維持・向上
するように取り組んでいる。

33 65  ○トラブルへの対応
職員は、入居者同士のけんかやトラブルの原因（体調不良、
相性等）を把握し、必要な場合にはその解消に努め、当事者
や他の入居者に不安や支障を生じさせないようにしている。

34 67  ○口腔内の清潔保持
入居者の力を引き出しながら、口の中の汚れや臭いが生じな
いよう、口腔の清潔を日常的に支援している。（歯磨き・入
れ歯の手入れ・うがい等の支援、出血や炎症のチェック等）

 （５）医療機関の受診等の支援

○

年に１回定期的に健康診断を行い、結果は家族
に伝えている。治療が必要なときは、家族に連
絡を取り対応している。健康診断の結果はホー
ムでも保管している。

 （６）心身の機能回復に向けた支援

○

法人代表が医師なので、２４時間いつでも連絡
がとれる体制である。週１回はホームに来るの
で相談ができる。近隣の医師にも相談、受診が
できる体制である。

○

ラジオ体操、散歩、洗濯を干す等毎日の生活の
なかにおいても、また花壇の草花を入居者ととも
に摘み、部屋に生けて季節感を刺激するなど、
心身機能の維持に取り組んでいる。

ホールの時計が天井近くにあるので、
入居者の目線にすぐ入るよう、取り付
けてはどうか。

 （７）入居者同士の交流支援

職員は入居者の行動、表情を良く見てトラブルを
未然に防ぐようにしている。トラブルが起きたとき
は、お互いの言い分をよく聞き、落ち着くまで同
じテーブルにしないなど工夫をしている。

○

 （８）健康管理

○
起床時、就寝時は歯磨きをし、職員はできないと
ころを介助しチェックする。昼食後はうがいを促し
ている。

昼食後の歯磨きも習慣になるように、さ
らなる支援が期待される。
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35 70  ○服薬の支援
職員は、入居者が使用する薬の目的や副作用、用法や用量を
承知しており、入居者一人ひとりが医師の指示どおりに服薬
できるよう支援し、症状の変化を確認している。

36 72  ○緊急時の手当
入居者のけが等の緊急時に、職員は応急手当を行うことがで
きる。（けが、骨折、発作、のど詰まり等）

37 73  ○感染症対策
感染症に対する予防や対応の取り決めがあり、実行してい
る。（インフルエンザ、疥癬、肝炎、ＭＲＳＡ等）

38 77  ○ホームに閉じこもらない生活の支援
入居者が、ホームの中だけで過ごさずに、積極的に近所に出
かけて楽しめるような雰囲気を作っている。（買い物、散
歩、近隣訪問、集会参加等）

39 81  ○家族の訪問支援
家族が気軽に訪問でき、訪問時は居心地よく過ごせるような
雰囲気を作っている。（来やすい雰囲気、歓迎、関係再構築
の支援、湯茶の自由利用、居室への宿泊のしやすさ等）

Ⅲ　ケアサービス　３０項目中　　計 30 0 0

○

１週間に１度薬剤師の方が薬を持って
来られるので、その際に質問するなど
連携が取られている。

○

応急手当てのマニュアルが電話の側にあり、緊
急時にも落ち着いて処置ができる。救命や手当
ての研修も複数回にわたって行われており、職
員全員が行えるようにしている。

○

職員は入居者の病名や薬について熟知してお
り、指示どおりに飲めるよう支援している。薬を
手渡し服薬を確認して、その職員が服薬チェック
表の薬の欄に印鑑を押し誤薬を防ぐ工夫があ
る。

○
感染症のマニュアルがあり、研修も行っている。
食中毒、インフルエンザなど、感染しやすい時期
が来ると、再度見直し徹底して対応している。

４．入居者と家族との交流支援

家族の方が来られると、声を掛けお茶をすす
め、来やすい雰囲気作りを心掛けている。食事
も入居者と一緒にされることもあり、要望があれ
ば宿泊することもできる。

インフルエンザの予防注射は、入居者
の方は家族の同意を得て行い、職員は
全員行なっている。

３．入居者の地域での生活の支援

○

買い物、喫茶店でのお茶、ドライブ、春のお花見
など外出の機会を作っている。日常的には、庭
に出て、季節の花を見る、近隣の村へ散歩、田
園の四季の変化を見る等している。車椅子の方
も出かけられるようにしている。
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40 83  ○法人代表者、管理者、職員の協働
法人代表者及び管理者は、ケアサービスの質の向上に熱意を
持ち、それぞれの権限や責任をふまえて、職員の意見も反映
させながら共に運営に取り組んでいる。

41 87  ○入居者の状態に応じた職員の確保
入居者の状態や生活の流れを支援するために、これに即した
職員の勤務ローテーションを組んでいる。

42 89  ○継続的な研修の受講
職員が、採用時、フォローアップ等それぞれの段階に応じた
研修を受講し、その内容をすべての職員に周知している。

43 91  ○ストレスの解消策の実施
職員の業務上の悩みやストレスを解消する方策を採り入れて
いる。（外部者と接する機会、職員相互の親睦、悩みの聴
取、スーパーバイザーの導入等）

44 95  ○退居の支援
退居は、契約に基づくとともにその決定過程が明確である。
また、入居者や家族に十分な説明を行った上で、納得のいく
退居先に移れるように支援している。退居事例がない場合
は、その体制がある。

３．入居時及び退居時の対応方針

○

退居については契約書に明記されている。家族
と医師、管理者、職員とも話し合いを持ち、納得
された上で退居となる。退居先には情報提供を
行い支援をしている。

 Ⅳ　運営体制　１．事業の統合性

○

週１回法人代表の医師がホームを訪れ、往診の
あと職員・管理者との話し合いをしている。年２
回職員と代表者・管理者との面接があり職員の
意見を取り入れ、運営に反映している。

併設の事業所と合同で内部研修を月１回行って
いるが、各職員の役割や経験・技術等に応じた
研修体制とはなっていない。

２．職員の確保・育成

○

入居者の状況に合わせ、日勤３名、夜勤１名の
体制を取っている。職員は全員常勤であった
が、１ユニットの高齢化と重度化により介護に時
間を要するようになり、パート介護員が１名増員
された。

ホームではターミナルケアの対応も可
能であり、入居者、家族の選択を受け
入れている。

職員の役割等に応じ、外部研修への参
加を含め必要な資格の取得等、職員・
事業所双方に有効なものとなるよう、研
修等を継続的・計画的に実施・活用す
ることが望まれる。

○

職員は、代表者、管理者と年２回の面接で意見
が言える。職員同士でミーティングのときも話し
合っている。昼の休憩時間は、短いが交互に取
り合ってストレスの解消をしている。職員の親睦
会も行われている。

○
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様式第７号（指針第10(1)関係） （花みずき）
評価確定日（平成18年12月7日）

第三者 自己

項目番号
項　　　　目

できて
いる

要改善
評価
困難 判断した根拠や理由 特記事項（良い点、改善点）

45 98  ○ホーム内の衛生管理
ホーム内の清潔や衛生を保持している。（食品、布巾、包
丁、まな板、冷蔵庫、洗濯機等）

46 102  ○事故の報告書と活用
けが、転倒、窒息、意識不明、行方不明等の緊急事態が発生
した場合、事故報告をまとめており、サービスの改善につな
げている。（再発防止の話しあい、今後に活かす意義づけ
等）

47 106  ○苦情への的確で迅速な対応
相談や苦情を積極的に受ける姿勢があり、入居者や家族から
苦情が寄せられた場合には、職員で速やかに対策案を検討し
て回答するとともに、サービス改善につなげている。

48 107  ○家族とのコミュニケーション
定期的に家族とコミュニケーションをとり、入居者の暮らし
ぶりや日常の様子を具体的に伝えている。（「たより」の発
行や行事ビデオの上映、写真の送付等）また、同時に、家族
が気がかりなことや、意見、希望を気軽に伝えたり相談した
りできるように積極的に働きかけている。

49 112  ○地域の人達との交流の促進
地域の人達が、遊びに来たり立ち寄ってくれたりするように
取り組んでいる。

○

４．衛生・安全管理

衛生管理表をつくりチェックをしている。冷蔵庫
内はアルコールで拭き、布巾まな板などは漂白
し、流し台も衛生的である。洗濯機、乾燥機も臭
いがなく清潔である。

事故報告書は保管され、対策に関して再発防止
の話し合いがなされている。

事故と、事故にまで至らない「ひやり
ハット」の混同が見られるため、それぞ
れについての内容整理と活用に関する
習熟が期待される。

○

６．相談・苦情への対応

○

相談や苦情があった場合は、主としてユニット
リーダーが話を聞き、管理者とも相談して対応策
の検討や家族等への回答を可能な限り速やか
に行なうようにしている。

新しく重要事項説明書等を作り替えた
ためか、苦情相談の担当窓口や、市・
県等の公的機関の窓口の記載が抜け
ているので、記載が望まれる。

８．ホームと地域との交流

７．ホームと家族との交流

○

月に１回担当の職員より手書きのお便りを広報
誌と共に送っている。来られる家族には、写真を
見てもらったり、入居者の体調などを話してい
る。

○

小学生の福祉授業、中学生のトライやるウィーク
を受入れ、期間が終わっても、子どもたちがホー
ムに来ている。月１回のホームの催し「いざかや
花ちゃん」に来られた近隣の方より新鮮な野菜
が届き交流が促進されている。
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評価確定日（平成18年12月7日）

第三者 自己

項目番号
項　　　　目
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要改善
評価
困難 判断した根拠や理由 特記事項（良い点、改善点）

50 114  ○周辺施設等の理解・協力への働きかけ
入居者の生活の安定や拡がりのために、周辺地域の諸施設か
ら協力を得ることができるよう、理解を拡げる働きかけを
行っている。（商店、福祉施設、警察、消防、文化教育施設
等）

51 115  ○ホーム機能の地域への還元
ホームの機能を、認知症ケアに関わる知識・技術等を、入居
者のケアに配慮しつつ地域に開放している。（認知症の理解
や関わり方についての相談対応・教室の開催、家族・ボラン
ティア等の見学・研修の受入れ等）

Ⅳ　運営体制　１２項目中　　計 11 1 0

（１）「管理者」には、管理者不在の場合にこれを補佐する者を含む。
（２）「職員」には、管理者及び非常職員を含む。

○

スーパーや喫茶店では利用したときに挨拶をし
て協力を依頼している。消防署は救急の訓練で
つながりを持ち、近隣の学校の福祉授業に協力
をして、学校の行事にも参加するようにしてい
る。

○
ホームの部屋を婦人会等研修に提供し、ホーム
ができる研修には講師等の協力をしている。
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